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善光会の概要

項 目 概 要

法人名称 社会福祉法人 善光会

設立年月日 平成17年12月7日

代表者 理事長 西田 日出美

本部所在地 〒144-0033
東京都大田区東糀谷六丁目4番17号

従業員数 511名（令和2年4月1日現在）

基本金 825.5百万円(平成30年度)

理 念
オペレーションの模範となる

業界の行く末を担う先導者となる

▲

年 月 沿 革
H17.12 法人設立認可

H19.4 複合福祉施設「サンタフェ ガーデン ヒルズ」開業

H22 認知症対応型グループホーム開業（西六郷・羽田・大森南）

H24.5 特別養護老人ホーム「バタフライ ヒル大森南」開業

H25.5 特別養護老人ホーム「バタフライ ヒル細田」開業

H25.8 介護ロボット研究室 設立

H29.10 サンタフェ総合研究所 設立

R2.8 Care Tech ZENKOUKAI Lab リビングラボ認定国内最大級の複合福祉施設サンタフェガーデンヒルズ、
ケアマネ事業所リンクス羽田など８拠点を展開
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誰も見たことも無い、
新しい介護の姿を追い求める。

新しい考えや技術を積極的に取り入れることで、
介護業界に新たな風を吹かせる。それが私たちの使命です。



社会福祉法人として初めて研究開発・シンクタンク機能を有した研究所を設立

自社開発ソリューション、リサーチ＆コンサルティング、省庁連携プロジェクトなどを中心とした事業を展開

行政地方公共団体 国立研究開発機関介護事業者 メーカー アカデミア

サンタフェ総合研究所
スマート介護オペレーティングプラットフォームの開発

（国立日本医療研究開発機構の開発補助事業）

次世代をリードする介護士に必要な知識・スキルを
形式知化した「スマート介護士資格」をリリース

誇大化する介護費と
介護人材不足

介護事業者の生産性向上 科学的介護による品質向上解決課題
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善光会が保有する研究所機能



「ハイブリッド特養」と題し、特養の特定ユニットにおいて改善活動と介護ロボットの集中的導入を実施。

社会福祉法人 善光会

■集中的ロボット導入

 移動

 移乗

 食事

 入浴

 排泄

 見守り

特養の特定ユニットに各種介護ロボット機器を
集中的に導入する計画を推進

・介護オペレーションを詳細に分析

・ロボット機器がカバーしうる領域を定義

・該当ユニットで生活する利用者の特性を詳細に分析

・誰が、いつ、どこで、どの機器を利用するかの
詳細計画を定め、効果的に機器利用を実施

■介護オペレーション×ロボット機器の検討

顧客特性
オペレーション
に合わせて

機器選定・導入顧客特性

オペレーション

A様
B様
・・・

入浴
排泄
食事
・・・

■体制

特別養護老人ホーム

介護ロボット研究室

・施設長
・副施設長
・ユニットリーダー
・機能訓練指導員

・研究室長
・研究員

PM・機器選定

サンタフェ総研

オペレーション分析

顧客分析
オペレーション遂行

■対象施設

オープンラボイノベーション化

サンタフェガーデンヒルズ
特養フロース東糀谷

Care Tech Zenkoukai Lab

目標 介護士の負担△25％削減 介護アウトカム創出
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ハイブリッド特別養護老人ホームプロジェクト



AMED事業でのSCOPの実証結果

SCOP の一部機能は、国立日本医療研究開発機構（AMED）の補助採択事業として開発

開発済みシステムは、夜間見守り業務や記録・申し送り伝達業務での効果検証を実施。第5回日本医療研究開発大賞を受賞。

夜間業務 37％効率化

介護ロボット習熟度 98％向上

業務活用度（意識） 147％向上

業務活用度（回数） 15倍

記録業務 76％効率化

申し送り・伝達業務 74％効率化
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介護ロボット情報を集約し、介護職員が更に効率的かつ効果的
に介護ロボットを使用することを実現

入力のしやすさ、閲覧のしやすさから介護職員の負担を
軽減し、かつ介護記録のデータベース化を実現

2018年度
介護ロボット統合アプリ「SCOP Now」開発

2019年度
介護記録システム「SCOP Home」開発

2020年度
「ケアオペレーションAI・ケアマネジメントAI」開発

AMED 平成30年度 「ロボット介護機器開発・
標準化事業（開発補助事業）」の開発内容

内閣官房主催「第5回日本医療研究開発大賞
AMED理事長賞」を受賞

介護分野では
初の快挙

さらに令和４年度 「ロボット介護機器開発等
推進事業（開発補助）」に新たに採択決定
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